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放送大学学園規程第１号 

 

（目的） 

第１条 この規程は、放送大学学園就業規則（平成１５年放送大学学園規則第４号。以下「就業規則」とい

う。）第２８条の規定に基づき、放送大学学園（以下「学園」という。）の職員（以下「職員」という。）

に対する永年勤続者表彰（以下「表彰」という。）に関し、必要な事項を定めることを目的とする。 

（対象職員） 

第２条 この規程の適用対象となる職員の範囲は、放送大学学園職員人事評価実施規程（平成２３年放送大

学学園規程第１号）の適用を受ける者とする。 

（表彰の基準） 

第３条 表彰は、次の各号のいずれかに該当する者に対して、行うものとする。 

 一 勤労感謝の日において、勤続期間が２０年以上であり、かつ、勤務成績が良好である者 

 二 退職の日（死亡による退職を含む。）において、勤続期間が３０年以上であり、かつ、勤務成績が良

好である者 

 三 退職の日（死亡による退職を含む。）において、前号に掲げる者と同程度の勤続期間を有し、表彰す

るに足りる特別な事情があると認められる者 

２ 前項各号の表彰は、それぞれ１人につき１回に限り行う。 

（表彰方法） 

第４条 表彰は、理事長が表彰状を授与することにより行う。 

２ 前項の表彰状に併せて記念品を贈呈することができる。 

（表彰の日） 

第５条 表彰は、原則次の各号に掲げる日に行う。 

 一 第３条第 1項第１号に該当する者 勤労感謝の日 

 二 第３条第 1項第２号又は第３号に該当する者 被表彰者の退職の日 

（勤続期間の計算） 

第６条 第３条第１項各号に規定する勤続期間（以下「勤続期間」という。）の計算は、表彰の日の属する

月までに職員として在職した期間のうち、放送大学学園職員退職手当規則（平成１５年放送大学学園規則

第１０号。以下「退職手当規則」という。）第６条に規定する勤続期間の計算による在職期間とする。 

２ 退職手当規則第７条第１項の規定により職員としての引き続いた在職期間とみなされる期間は、第３条

第１項各号に規定する勤続期間に通算する。 

３ 就業規則第２９条の規定による減給又は停職の処分を受けた期間は、第１項の規定にかかわらず、勤続

期間から除算する。 

４ 次の各号に定める期間は、第３条第１項各号に規定する勤続期間に通算することができる。  

一 学園の役員（非常勤の役員を除く。）であった期間 

 二 放送大学学園期間業務・時間雇用職員就業規則（平成１５年放送大学学園規則第５号）第２条に規定

する期間業務職員から引き続き職員に採用された者の期間業務職員としての引き続いた在職期間 

（雑則） 

第７条 この規程に定めるもののほか、表彰の実施に関し必要な事項は、理事長が別に定める。 

 

   附 則 

１ この規程は、平成２７年７月７日から施行する。 

２ 平成２１年３月３１日に独立行政法人メディア教育開発センター（以下「旧センター」という。）に在

職していた職員で、同センターの廃止により学園に身分を承継された職員が旧センター及び退職手当規則

第７条第１項に規定する国等の機関に在職していた期間は、第３条第１項各号に規定する勤続期間に通算

することができる。この場合において、勤続期間の計算は、第６条第１項から第３項までの規定を準用す

るものとする。 



３ 第６条第４項第２号に規定する期間業務職員には、平成２３年３月７日改正前の放送大学学園日々・時

間雇用職員就業規則（平成１５年放送大学学園規則第５号）第２条に規定する日々雇用職員（以下「日々

雇用職員」という。）及び旧センターの独立行政法人メディア教育開発センター臨時雇用職員就業規則（平

成１６年センター規則第１４号）第３条に規定する臨時雇用職員（以下「臨時雇用職員」という。）を含

むものとする。ただし、日々雇用職員又は臨時雇用職員として勤務し、退職した日から３０日に満たない

期間を経て日々雇用職員又は臨時雇用職員に採用された場合は、引き続き在職したものとする。 

 


